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平等と公平の違いを考える 
～バリアフリーの考えを日常の行動に～ 

 ５月１２日（火）は今年度１回目の全校朝会でした。全校朝会では原則校長がスライド資料を使いながら子どもたちに考え

てほしいことや身に付けてほしいことなどを話しています。どのようなテーマにするか、またどの学年の子にとってもわか

りやすくするためにどのように話をするか、というのは結構難しいものですが、少しでも子どもたちの心に残ってくれれば、

という思いで毎回お話をしています。 

 今年度１回目の全校朝会は、日常の生活はもちろん、間近に控えた運動会でも子どもたちに行動に結びつけてほしい考

え方として「平等」と「公平」、そして「バリアフリー」について話しました。話の概要は以下の通りです。 

 

 ①「平等」とは「みんなに同じものを配る」こと 

 

 

 

 

 

 

 

②「公平」とは、「みんなが同じゴールに行けるようにする」こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③「公平」を形にすると「バリアフリー」になる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※裏面に続きます 

早 池 峰 

令和８年５月１５日（金）第６号 

HPはこちら↑ 

学校教育目標 

郷土の誇りを胸に未来へ向けて 

たくましく生きる児童の育成 

まなび合う子ども 心かよい合う子ども 

きたえ合う子ども 

例えばケーキを４人で分けて食べる時、左側の

イラストのようにバラバラの大きさに切れば「不

平等」となり、悲しむ人が出ます。でも、右側の

イラストのように同じ大きさ・形に切れば「平

等」で、悲しむ人はいなくなります。とても良い

ことですね。 

では、背の高い人と低い人がリンゴをとろうとしているとき、左側のイラストのように同じ高さの踏

み台を「平等」に渡したとします。この場合背の低い人はリンゴをとることができません。平等である

ことが決して良いこととは限らないのです。でも、右側のイラストのように背の低い人には高い踏み台

を渡すと背の高い人も低い人もどちらもリンゴをとることができます。この「みんなが同じゴールに行

けるようにする」ことが「公平」なのです。 

 玄関の前に階段があります。車いすを利用している人は「平等」に設置されている階段は壁（バリ

ア）となり、玄関にたどりつくことができません。でも、階段の他にスロープを設置すれば、壁がなく

なり（バリアフリー）いろいろな人が玄関に行く、つまり同じゴールにたどりつくことができます。 



④「バリアフリー」を作り出すのは一人一人の「気持ち」と「行動」 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤いつでも、どこでも、誰にも作り出せる「バリアフリー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥運動会でもできる「公平」と「バリアフリー」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「みんな平等」「みんな同じ」はとっても大事な考え方です。前ページのケーキのように「平等」＝「公平」となる場面

もたくさんあります。 

でも、意外とそうでないことの方が多いのではないでしょうか。詩人の金子みすゞさんの「みんなちがってみんな

いい」という有名な言葉があります。これこそが「公平」そして「バリアフリー」につながる考えだと思います。 

体育が得意な人もいればそうでない人もいるし、計算が得意な人もいればそうでない人もいます。漢字を５回書

いて覚えられる人がいれば、１０回書いてもなかなかできない人もいます。でも、「できないこと」＝「ダメなこと、ダ

メな人」とはなりません。「違うこと」は決して悪いことではありません。違いを認めた上で、同じゴールを目指すため

にできることは何なのかを考えることの方がとても大事なのだと思います。 

そしてもう一つ、ここからは保護者や地域の皆様へのお願いです。校長が今回子どもたちに伝えようとしたことを

一回の話で理解し行動に移すのは難しいと思っていますし、場面によって何が「平等」で何が「公平」が判断できない

ことが当たり前だと思います。経験していないこと、学んだことがないことがわからないことは当たり前です。そん

なときに「こんなこともわからないのか」「何でそんなことするの」と怒るのではなく、「どうすることが正しいのか」

「どうすればよかったのか」を考えさせ、気づかせていってほしいのです。そして、できた時には本気でほめてくださ

い。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

身の回りにはさまざまなところに「バリアフリ

ー」の工夫があります。でも、点字ブロックに自

転車を置いたり、車いす利用者などのための駐車

スペースに必要のない人が車をとめたりすれば

「バリアフリー」は実現されません。 

「バリアフリー」を作り出すのは一人一人の

「気持ち」と「行動」なのです。 

 

 「公平」を形にした「バリアフリー」は決して

特別なことではありません。いつでもどこでも誰

にでも作り出すことができます。重い物を持って

いる友達を助ける、怪我をして歩くのが大変な友

達の荷物を持ち体を支えなながら一緒に歩く…そ

ういうことなのです。 

 もうすぐ運動会です。では、運動会での「公平」「バリアフリ

ー」とはどんなことでしょう？ 

 例えば全校リレーがあります。当然１年生と６年生では走力が

違いますし、走るのが得意な子とそうでない子がいます。でも、

決められたルール内でバトンを受け渡す場所を工夫することもで

きるかも知れません。相手がとりやすいようにバトンの渡し方を

工夫するというのもできそうです。 

同じチームの子に応援をするのも「公平」の１つの形かも知れ

ません。「頑張れ！」「いいぞー」の声で普段出ないようなパワー

が出るかもしれません。「みんな同じだから同じように頑張れば

いいや」ではなく「自分は○○ができるから○○を頑張ろう」と

いう気持ちが大切です。 

今年度１回目のチャレンジ徒歩通学を行います！ 
 ６月９日（火）～１２日（金）の４日間は今年度１回目のチャレンジ徒歩通学期間です。これは、学校運営

協議会附馬牛小部会・PTA・学校が一体となって行っていて、いつもよりできるだけ長い距離での徒歩通学を

奨励するものです。（自転車通学も含みます） この期間、校門前など学校周辺で PTA役員さんや職員が見守

りをしますが、役員さん以外の保護者の方、地域の皆様にも子どもたちの登校を見守っていただけるとありが

たいです。見守りの時間は期間内およそ７：３０頃～８：００頃です。よろしくお願いします。 


